


　熊本県人権子ども集会メッセージは、部落差別（※）をはじめあらゆる差別やいじめをなくしてい

くために作られました。

　集会のテーマである“ＣＯＬＯＲ”には、どんな意味があると思いますか。

　あなたは、友だちや家族の好きな色、好きなこと、好きなものを知っていますか。

　また、自分と違うところを知っていますか。周りと違うからという理由で自分の色・考え・個性

を出せない人はいませんか。今、隣にいる人は、自分のことを知ってくれていますか。あなたは、

隣の人を知っていますか。みんなとは違うからといっていじめたり差別したりすることは許されません。

　部落差別をはじめあらゆる差別やいじめは今も起きています。

　今、自分の隣にいる人をもう一度見てください。いじめは、近くにいても気付きにくいものです。

あなたは、大丈夫じゃない時に「大丈夫じゃない」と言うことができているのでしょうか。きっと

言える人は少ないと思います。

　なぜ、「大丈夫じゃない」と言えないのでしょうか。それは、自分の考えや思いを伝えることを

不安に思っているからかもしれません。自分のことを話すことは、少し難しいと感じるかもしれません。

　そこで、「おはよう」と挨拶から始めてみませんか。小さなことから話ができるようになれば、

自分のことを伝えることができるようになるのではないでしょうか。

　また、友だちのことを、少しでも知っていれば、「大丈夫」と返ってきても、それが本当に

大丈夫なのか考えることができ、「相談にのるよ」と、一言かけることができます。大切な人と温

かく穏やかに過ごすことができるように、そばにいてください。

　ここにいる人たちは、みんな同じではありません。一人一人自分らしい素敵な色・考え・個性

を持っています。

　似ている色の人もいれば違う色を持つ人もいます。

　「いろいろな考えを持っていい」「一人一人個性を持っていい」「違うことが当たり前」、自分と

似ているところに共感し、違うところを互いに伝え合い、理解し尊重していきましょう。一人一人

が持っている“ＣＯＬＯＲ”をかけ合わせ、たくさんの虹をともにつくりましょう。

　たくさんの人権問題による、差別やいじめが起きています。一人一人が自分のことのように考え、

おかしいことをおかしいと言えるように調べてみてください。

　この集会に参加した私たちから、部落差別をはじめあらゆる差別やいじめのない未来をつくる

架け橋の一歩を踏み出していきましょう。


